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事業実績 対 目標排出量

グラフの概要：グラフの概要：  上記のグラフは、アークテリクス排出量を示しています。削減プランの立案前である2018年から2019年を振り返ると、これまで通りの事業プロセ上記のグラフは、アークテリクス排出量を示しています。削減プランの立案前である2018年から2019年を振り返ると、これまで通りの事業プロセ
スでは排出量が増加していた可能性が高いと推測されます。スでは排出量が増加していた可能性が高いと推測されます。

進捗状況：進捗状況：  アークテリクスでは、事業運営を100%再生可能エネルギーでまかなう目標を2020年に設定し、取り組みを開始しました。この誓約により、目標達成アークテリクスでは、事業運営を100%再生可能エネルギーでまかなう目標を2020年に設定し、取り組みを開始しました。この誓約により、目標達成
に向け、スピードを上げてまい進することができています。に向け、スピードを上げてまい進することができています。

2019年の事業排出量内訳

事業目標と進捗事業目標と進捗

アークテリクスが年度初めに発表するレポートでは、温室効果ガス排出削減目標を計測するのに最も効果的な
方法として、科学的根拠に基づいた排出削減目標（SBT）に焦点を当てています。その進捗状況が明確にわかる
ように追跡し、レポートのコンテンツをより幅広く掘り下げた内容にすることを目指しています。

65%
アークテリクスおよびサプライチェーン全体での取り
組みにより目指す排出削減量。

2030
アークテリクスが掲げる、排
出削減達成の目標年。

100%
2020年以降、事業運営を再生可能エネル
ギーで行う目標の割合。

2018

1,000

2,000

3,000

二
酸
化
炭
素
換
算
数
値（
ト
ン
）

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

目標 実績 予測

販売店

400

800

1,200

二
酸

化
炭

素
換

算
量（

ト
ン

）

デザイン研究所 流通センター 本社 車両部門

燃料使用による排出 電力使用による排出 



サプライチェーンの目標と進捗 サプライチェーンの目標と進捗 

グラフの概要：グラフの概要：  上記のグラフは、アークテリクスのサプライチェーンにおける温室効果ガス排出量を示しています。このデータにより、目標達成に向けた弊社の計画上記のグラフは、アークテリクスのサプライチェーンにおける温室効果ガス排出量を示しています。このデータにより、目標達成に向けた弊社の計画
が順調に推移していることが分かります。事業改善による効果は、来年以降に現れる見込みです。が順調に推移していることが分かります。事業改善による効果は、来年以降に現れる見込みです。

進捗状況：進捗状況：  事業全体で見ると、二酸化炭素排出量の削減において改善の余地があります。Used Gearの再生プログラムを促進し、サプライヤーの再生可能エネル事業全体で見ると、二酸化炭素排出量の削減において改善の余地があります。Used Gearの再生プログラムを促進し、サプライヤーの再生可能エネル
ギープロジェクトにおける持続可能な素材の調達を強化することにより環境問題の改善に向けて引き続き取り組んでまいります。ギープロジェクトにおける持続可能な素材の調達を強化することにより環境問題の改善に向けて引き続き取り組んでまいります。

サプライチェーンによる2019年の排出量内訳 
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サプライチェーンの実績 対 目標排出量 
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目標 実績

インバウンド輸送業務で10%の排出
量削減を達成しました。

Used Gearの再生プログラ
ムを発足しました。

推奨繊維の導入に関するロー
ドマップを作成しました。


